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(57)【要約】
　表示装置１００のＬＣＤパネル２００に、赤光センサ２２２Ｄと、緑光センサ２３２Ｄ
と、青光センサ２４２Ｄと、を配設する。表示装置１００の処理部１７０は、ＬＣＤ補正
制御手段１７３にて、赤光センサ２２２Ｄ、緑光センサ２３２Ｄ、青光センサ２４２Ｄで
検出した外光の状態に基づいて、ＬＣＤパネル２００における赤光センサ２２２Ｄ、緑光
センサ２３２Ｄ、青光センサ２４２Ｄに対応する位置における映像の表示状態を補正する
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示手段における画像の表示状態を調整する表示制御装置であって、
　前記表示手段の表示領域における所定の位置に配設され、入射される外部からの光の状
態を検出する光状態検出手段と、
　前記外部からの光の状態に基づいて、前記所定の位置における前記画像の表示状態を調
整する表示状態調整手段と、
　を具備したことを特徴とする表示制御装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の表示制御装置であって、
　前記所定の位置に表示される画像の表示形態における明度、色相および彩度のうち少な
くともいずれか１つを認識する画像形態認識手段を具備し、
　前記表示状態調整手段は、前記所定の位置における前記少なくともいずれか１つおよび
前記外部からの光の状態に基づいて、前記所定の位置における前記画像の表示状態を調整
する
　ことを特徴とする表示制御装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の表示制御装置であって、
　前記光状態検出手段は、前記外部からの光の色を前記光の状態として検出し、
　前記画像形態認識手段は、前記画像の明度を認識し、
　前記表示状態調整手段は、前記所定の位置における前記画像の明度が所定の明度よりも
低いことを認識すると、前記画像における前記外部からの光の色に対応する色の強度を強
くする状態に調整する
　ことを特徴とする表示制御装置。
【請求項４】
　請求項２に記載の表示制御装置であって、
　前記光状態検出手段は、前記外部からの光の色を前記光の状態として検出し、
　前記画像形態認識手段は、前記画像の明度を認識し、
　前記表示状態調整手段は、前記所定の位置における前記画像の明度が所定の明度よりも
高いことを認識すると、前記画像における前記外部からの光の色に対応する色の強度を弱
くする状態に調整する
　ことを特徴とする表示制御装置。
【請求項５】
　請求項１ないし請求項４のいずれかに記載の表示制御装置であって、
　前記光状態検出手段は、前記表示領域における互いに異なる複数の所定の位置にそれぞ
れ配設された
　ことを特徴とする表示制御装置。
【請求項６】
　請求項１ないし請求項５のいずれかに記載の表示制御装置であって、
　前記表示領域は、所定の色の光を出力するための複数の画素を備え、
　前記光状態検出手段は、前記所定の位置の前記画素に配設され、
　前記表示状態調整手段は、前記所定の位置の画素における前記所定の色の光の出力状態
を調整することにより前記画像の表示状態を調整する
　ことを特徴とする表示制御装置。
【請求項７】
　請求項６に記載の表示制御装置であって、
　前記画素は、入射される光の透過状態および反射状態のうち少なくともいずれか一方の
状態を調整して前記所定の色の光を出力する液晶素子を備え、
　前記光状態検出手段は、前記所定の位置の前記液晶素子に配設され、
　前記表示状態調整手段は、前記所定の位置の液晶素子における前記少なくともいずれか
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一方の状態を調整することにより前記画素における所定の色の光の出力状態を調整する
　ことを特徴とする表示制御装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の表示制御装置であって、
　前記表示手段は、前記画素を介して前記外部へ光を照射する照射手段を備え、
　前記画素は、前記照射手段から照射される光を透過させて赤色の光として出力する第１
の前記液晶素子と、前記照射される光を透過させて緑色の光として出力する第２の前記液
晶素子と、前記照射される光を透過させて青色の光として出力する第３の前記液晶素子と
、を備え、
　前記光状態検出手段は、前記外部からの光の色を前記光の状態として検出し、
　前記表示状態調整手段は、前記所定の位置における前記外部からの光の色に基づいて、
前記液晶素子における前記照射される光の透過状態を調整することにより前記画素におけ
る所定の色の光の出力状態を調整する
　ことを特徴とする表示制御装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の表示制御装置であって、
　前記第１の液晶素子は、前記照射される光の透過状態を調整する液晶と、この液晶の前
記外部側に配設され赤色の光を透過させる赤色透過手段と、を備え、
　前記第２の液晶素子は、前記液晶と、この液晶の前記外部側に配設され緑色の光を透過
させる緑色透過手段と、を備え、
　前記第３の液晶素子は、前記液晶と、この液晶の前記外部側に配設され青色の光を透過
させる青色透過手段と、を備え、
　前記光状態検出手段は、前記液晶および前記赤色透過手段の間に配設され前記赤色透過
手段を透過する前記外部からの赤色の光の強度を検出する第１の光強度検出手段と、前記
液晶および前記緑色透過手段の間に配設され前記緑色透過手段を透過する前記外部からの
緑色の光の強度を検出する第２の光強度検出手段と、前記液晶および前記青色透過手段の
間に配設され前記青色透過手段を透過する前記外部からの青色の光の強度を検出する第３
の光強度検出手段と、を備え、
　前記表示状態調整手段は、前記所定の位置における前記赤色の光の強度、前記緑色の光
の強度、前記青色の光の強度に基づき特定される前記外部からの光の色に基づいて、前記
液晶に前記照射される光の透過状態を調整させる
　ことを特徴とする表示制御装置。
【請求項１０】
　請求項８または請求項９に記載の表示制御装置であって、
　前記表示状態調整手段は、前記光状態検出手段で検出した前記外部からの光の色に基づ
いて、前記照射手段で照射させる光の照射状態を調整することにより前記画素における所
定の色の光の出力状態を調整する
　ことを特徴とする表示制御装置。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の表示制御装置であって、
　前記光状態検出手段は、互いに異なる複数の前記画素にそれぞれ配設され、
　前記表示状態調整手段は、前記複数の光状態検出手段で検出した前記外部からの光の平
均的な色および前記所定の位置における前記外部からの光の色が略同一であることを認識
すると、前記液晶素子における前記照射される光の透過状態を調整しない
　ことを特徴とする表示制御装置。
【請求項１２】
　画像を表示する表示手段と、
　請求項１ないし請求項１１のいずれかに記載の表示制御装置と、
　を具備したことを特徴とする表示装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示手段における画像の表示状態を調整する表示制御装置および表示装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、表示装置の輝度を外部からの光（以下、外光と称する）に応じて調整するいわゆ
るディマー制御を実施する表示制御装置が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　この特許文献１に記載のものは、あらかじめ使用する環境によって、外光を検出する光
センサの出力が変換されたデジタル値の読み取り周期などをメモリに設定しておく。この
ようにして読み取り周期を使用環境に応じて調整し変化させることにより、外光に対する
バックライトの輝度の調整速度を調整する。
【０００４】
【特許文献１】特開２００１－１４２４４６号公報（第４頁左欄－第４頁右欄）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述したような構成では、バックライトの輝度調整により表示領域全体
の表示状態が略同一に調整されるおそれがある。このため、例えば表示領域の一部のみに
強い外光が照射される場合、外光が照射されている領域のみの表示状態が適切に調整され
、外光が照射されていない領域の表示状態が適切に調整されないおそれがあるという問題
点が一例として挙げられる。
【０００６】
　本発明の目的は、表示手段における画像の表示状態を適切に調整可能な表示制御装置お
よび表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の表示制御装置は、表示手段における画像の表示状態を調整する表示制御装置で
あって、前記表示手段の表示領域における所定の位置に配設され、入射される外部からの
光の状態を検出する光状態検出手段と、前記外部からの光の状態に基づいて、前記所定の
位置における前記画像の表示状態を調整する表示状態調整手段と、を具備したことを特徴
とする。
【０００８】
　本発明の表示装置は、画像を表示する表示手段と、前述した本発明の表示制御装置と、
を具備したことを特徴とする。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の一実施の形態に係る表示装置の概略構成を示すブロック図である。
【図２】前記一実施の形態におけるＬＣＤパネルの概略構成を示す模式図である。
【図３】前記一実施の形態における赤サブピクセル、緑サブピクセル、青サブピクセルの
概略構成を示す模式図である。
【図４】前記一実施の形態における映像の表示処理を示すフローチャートである。
【図５Ａ】前記一実施の形態における赤色外光Ｔが入射された際の各ピクセルにおける赤
センサ値を示すグラフである。
【図５Ｂ】前記一実施の形態における赤色外光Ｔが入射された際の各ピクセルにおける緑
センサ値を示すグラフである。
【図５Ｃ】前記一実施の形態における赤色外光Ｔが入射された際の各ピクセルにおける青
センサ値を示すグラフである。
【図６】前記一実施の形態におけるＬＣＤ補正処理を示すフローチャートである。
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【図７】本発明の他の実施の形態に係る表示装置の概略構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
【００１０】
　１００，３００　　表示装置
　１１０　　表示手段である表示部
　１７０　　表示制御装置を構成する処理部
　１７１　　表示状態調整手段としても機能するセンサ平均値演算手段
　１７２　　表示状態調整手段としてのバックライト補正制御手段
　１７３　　画像形態認識手段としても機能する表示状態調整手段としてのＬＣＤ補正制
御手段
　１８０　　照射手段としてのバックライト
　２００　　表示領域としてのＬＣＤパネル
　２１０　　画素であるピクセル
　２２０　　第１の液晶素子としての赤サブピクセル
　２２２Ｃ　赤色透過手段としてのカラーフィルタ
　２２２Ｄ　表示制御装置および光状態検出手段を構成する第１の光強度検出手段として
の赤光センサ
　２２３　　液晶
　２３０　　第２の液晶素子としての緑サブピクセル
　２３２Ｃ　緑色透過手段としてのカラーフィルタ
　２３２Ｄ　表示制御装置および光状態検出手段を構成する第２の光強度検出手段として
の緑光センサ
　２４０　　第３の液晶素子としての青サブピクセル
　２４２Ｃ　青色透過手段としてのカラーフィルタ
　２４２Ｄ　表示制御装置および光状態検出手段を構成する第３の光強度検出手段として
の青光センサ
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明に係る一実施の形態を図面に基づいて説明する。本実施の形態では、本発
明の表示制御装置を備えた表示装置であって、移動体である例えば車両に搭載され地図情
報や店舗情報あるいはテレビ映像などを表示する構成を例示して説明する。なお、表示装
置としては、車両に搭載される構成に限らず例えば家庭や工場などに配置される構成など
各種情報を表示させるいずれの構成を対象とすることができる。図１は、表示装置の概略
構成を示すブロック図である。図２は、ＬＣＤパネルの概略構成を示す模式図である。図
３は、赤サブピクセル、緑サブピクセル、青サブピクセルの概略構成を示す模式図である
。
【００１２】
〔表示装置の構成〕
　図１において、１００は表示装置である。この表示装置１００は、図示しない映像信号
出力装置から出力される映像信号に基づいて、映像を適宜表示させる。また、表示装置１
００は、この表示装置１００の外部から入射される例えば街灯の光、他の車両のヘッドラ
イト（以下、外光と称す）などに基づいて、映像の表示状態を適宜補正する。そして、表
示装置１００は、表示手段である表示部１１０と、映像信号処理部１２０と、ガンマ補正
部１３０と、補正処理部１４０と、Ａ／Ｄ（Analog/Digital）変換部１５０と、メモリ１
６０と、処理部１７０と、などを備えている。
【００１３】
　表示部１１０は、補正処理部１４０およびＡ／Ｄ変換部１５０に接続され、映像信号出
力装置からの映像信号に基づく映像を適宜表示させる。そして、表示部１１０は、照射手
段としてのバックライト１８０と、ＬＣＤ（Liquid Crystal Display）部１９０と、など
を備えている。
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【００１４】
　バックライト１８０は、略矩形板状に形成され、補正処理部１４０の制御によりＬＣＤ
部１９０の背面からＬＣＤ部１９０に向けて所定の光を適宜照射する。具体的には、バッ
クライト１８０は、補正処理部１４０から外光に応じて赤色、緑色、青色のそれぞれを所
定の光量に設定した光を照射する旨の照射光設定信号を取得する。そして、この照射光設
定信号に対応する光をＬＣＤ部１９０へ向けて照射する。なお、バックライト１８０にお
ける光が出力される側の面を、バックライト１８０の表面と称して説明する。
【００１５】
　ＬＣＤ部１９０は、補正処理部１４０の制御に基づいて、バックライト１８０の光を利
用して映像を適宜表示させる。そして、ＬＣＤ部１９０は、表示領域としてのＬＣＤパネ
ル２００と、信号線駆動回路２５０と、走査線駆動回路２６０と、などを備えている。
【００１６】
　ＬＣＤパネル２００は、図２に示すように、横方向が縦方向より長い略矩形板状に形成
され、バックライト１８０の表面側に配設されている。そして、ＬＣＤパネル２００は、
横方向にＮ個、縦方向にＭ個（ＮおよびＭは、自然数）、それぞれ並んだ状態で配設され
た（Ｎ×Ｍ）個の画素であるピクセル２１０を備えている。ここで、ＬＣＤパネル２００
の図２における左上端を基点として横方向のＰ番目かつ縦方向のＱ番目に存在するピクセ
ル２１０を、（Ｐ，Ｑ）のピクセル２１０と適宜称して説明する。このピクセル２１０は
、補正処理部１４０の制御により、バックライト１８０から照射される光の透過状態を調
整して所定の色で出力させる。そして、ピクセル２１０は、横方向に並んで配設された、
第１の液晶素子としての赤サブピクセル２２０と、第２の液晶素子としての緑サブピクセ
ル２３０と、第３の液晶素子としての青サブピクセル２４０と、などを備えている。なお
、以下において、赤サブピクセル２２０と、緑サブピクセル２３０と、青サブピクセル２
４０は、略同一構造を有しているため、赤サブピクセル２２０のみについて詳細に説明し
、緑サブピクセル２３０および青サブピクセル２４０については説明を簡略化する。
【００１７】
　赤サブピクセル２２０は、バックライト１８０からの光を所定の強度の赤色で適宜出力
させる。そして、赤サブピクセル２２０は、図３に示すように、第１の基板部２２１と、
第２の基板部２２２と、液晶２２３と、などを備えている。
【００１８】
　第１の基板部２２１は、バックライト１８０の表面に隣設されている。この第１の基板
部２２１は、ＬＣＤパネル２００の略矩形と略同一形状の第１のガラス基板２２１Ａを有
している。この第１のガラス基板２２１Ａのバックライト１８０側（以下、一方側と称す
）の面には、例えば第１のガラス基板２２１Ａと略同一形状を有し光を所定の方向に偏光
させる第１の偏光板２２１Ｂが積層されている。また、第１のガラス基板２２１Ａの他方
側の面には、対向電極２２１Ｃが配設されている。さらに、対向電極２２１Ｃの他方側に
は、例えば第１のガラス基板２２１Ａと略同一形状を有し液晶２２３の分子を一定方向に
配列させる第１の配向膜２２１Ｄが積層されている。
【００１９】
　第２の基板部２２２は、第１の基板部２２１の他方側に配設されている。この第２の基
板部２２２は、第１のガラス基板２２１Ａと略同一形状の第２のガラス基板２２２Ａを有
している。この第２のガラス基板２２２Ａの他方側の面には、例えば第２のガラス基板２
２２Ａと略同一形状を有し光を第１の偏光板２２１Ｂの偏光方向と略直交する方向に偏光
させる第２の偏光板２２２Ｂが積層されている。さらに、第２のガラス基板２２２Ａの一
方側の面には、赤色の赤色透過手段としてのカラーフィルタ２２２Ｃが積層されている。
また、カラーフィルタ２２２Ｃの一方側の面には、第１の光強度検出手段としての赤光セ
ンサ２２２Ｄと、ＴＦＴ（Thin Film Transistor）２２２Ｅと、画素電極２２２Ｆと、が
一方向に並んで配設されている。
【００２０】
　赤光センサ２２２Ｄは、図１に示すように、Ａ／Ｄ変換部１５０に接続されている。ま
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た、赤光センサ２２２Ｄは、図３に示すように、カラーフィルタ２２２Ｃ側に設けられカ
ラーフィルタ２２２Ｃを介して入射される外光を受光する受光面２２２Ｄ１と、この受光
面２２２Ｄ１と反対側の面に設けられバックライト１８０から入射される光を遮光するマ
スク２２２Ｄ２と、を有している。そして、赤光センサ２２２Ｄは、受光面２２２Ｄ１で
受光したカラーフィルタ２２２Ｃ透過後の光、すなわち外光に含まれる赤色の光の強度を
検出し、この検出した強度を赤センサ値Ｏrに変換して、アナログ信号としてＡ／Ｄ変換
部１５０へ出力する。ＴＦＴ２２２Ｅは、ソースが信号線駆動回路２５０に、ドレインが
画素電極２２２Ｆに、ゲートが走査線駆動回路２６０に、それぞれ接続されている。そし
て、ＴＦＴ２２２Ｅは、走査線駆動回路２６０からゲート信号が入力されると、信号線駆
動回路２５０により所定の電圧を画素電極２２２Ｆおよび対向電極２２１Ｃに印加させる
。また、マスク２２２Ｄ２、ＴＦＴ２２２Ｅ、画素電極２２２Ｆの一方側には、液晶２２
３の分子を第１の配向膜２２１Ｄが配列させる方向と略直交する一定方向に配列させる第
２の配向膜２２２Ｇが積層されている。
【００２１】
　液晶２２３は、第１の配向膜２２１Ｄおよび第２の配向膜２２２Ｇの間に設けられてい
る。この液晶２２３の分子は、画素電極２２２Ｆおよび対向電極２２１Ｃに電圧が印加さ
れていない状態では、第１の配向膜２２１Ｄおよび第２の配向膜２２２Ｇにより約９０°
ねじれた状態に、すなわちバックライト１８０の光を透過させない状態に配列されている
。また、液晶２２３の分子は、画素電極２２２Ｆおよび対向電極２２１Ｃに所定の電圧が
印加されると、この所定の電圧に応じて分子の配列状態が電界に沿った方向に、すなわち
バックライト１８０の光を透過させる状態に変化する。これにより、赤サブピクセル２２
０は、バックライト１８０の光を液晶２２３により電圧に応じた状態で適宜透過させて、
カラーフィルタ２２２Ｃを介して所定の強度の赤色の光として出力させる。
【００２２】
　緑サブピクセル２３０は、バックライト１８０からの光を所定の強度の緑色で適宜出力
させる。そして、緑サブピクセル２３０は、第１の基板部２２１と、第２の基板部２３２
と、液晶２２３と、などを備えている。第２の基板部２３２の第２のガラス基板２２２Ａ
には、緑色の緑色透過手段としてのカラーフィルタ２３２Ｃが積層されている。また、こ
のカラーフィルタ２３２Ｃには、第２の光強度検出手段としての緑光センサ２３２Ｄと、
ＴＦＴ２３２Ｅと、画素電極２３２Ｆと、が配設されている。緑光センサ２３２Ｄは、受
光面２３２Ｄ１およびマスク２３２Ｄ２を有し、受光面２３２Ｄ１で受光した外光に含ま
れる緑色の光の強度を検出し、この強度を緑センサ値Ｏgに変換して出力する。さらに、
緑サブピクセル２３０は、画素電極２３２Ｆおよび対向電極２２１Ｃに印加される電圧に
応じて、バックライト１８０の光をカラーフィルタ２３２Ｃを介して所定の強度の緑色の
光として出力させる。
【００２３】
　青サブピクセル２４０は、バックライト１８０からの光を所定の強度の青色で適宜出力
させる。そして、青サブピクセル２４０は、第１の基板部２２１と、第２の基板部２４２
と、液晶２２３と、などを備えている。第２の基板部２４２の第２のガラス基板２２２Ａ
には、青色の青色透過手段としてのカラーフィルタ２４２Ｃが積層されている。また、こ
のカラーフィルタ２４２Ｃには、第３の光強度検出手段としての青光センサ２４２Ｄと、
ＴＦＴ２４２Ｅと、画素電極２４２Ｆと、が配設されている。青光センサ２４２Ｄは、受
光面２４２Ｄ１およびマスク２４２Ｄ２を有し、受光面２４２Ｄ１で受光した外光に含ま
れる青色の光の強度を検出し、この強度を青センサ値Ｏbに変換して出力する。さらに、
青サブピクセル２４０は、画素電極２４２Ｆおよび対向電極２２１Ｃに印加される電圧に
応じて、バックライト１８０の光をカラーフィルタ２４２Ｃを介して所定の強度の青色の
光として出力させる。
【００２４】
　そして、ピクセル２１０は、赤サブピクセル２２０、緑サブピクセル２３０、青サブピ
クセル２４０から出力される所定の強度の赤色、緑色、青色の光を合成した色の光を出力
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させる。なお、赤光センサ２２２Ｄ、緑光センサ２３２Ｄ、青光センサ２４２Ｄにて、本
発明の光状態検出手段が構成されている。
【００２５】
　信号線駆動回路２５０は、上述したようにＴＦＴ２２２Ｅ，２３２Ｅ，２４２Ｅのソー
スに接続されている。そして、信号線駆動回路２５０は、所定の電圧を所定のＴＦＴ２２
２Ｅ，２３２Ｅ，２４２Ｅを介して画素電極２２２Ｆ，２３２Ｆ，２４２Ｆおよび対向電
極２２１Ｃに印加する。具体的には、信号線駆動回路２５０は、補正処理部１４０から所
定の赤サブピクセル２２０、緑サブピクセル２３０、青サブピクセル２４０で外光に応じ
て補正された強度の赤色、緑色、青色の光を出力させる旨の色補正信号を取得する。さら
に、これら赤サブピクセル２２０、緑サブピクセル２３０、青サブピクセル２４０を特定
する旨の第１の特定信号を取得する。そして、色補正信号の後述する赤補正値Ｈrに対応
する電圧を、ＴＦＴ２２２Ｅを介して、第１の特定信号に対応する赤サブピクセル２２０
の画素電極２２２Ｆおよび対向電極２２１Ｃに印加する。また、信号線駆動回路２５０は
、色補正信号の後述する緑補正値Ｈgや青補正値Ｈbに対応する電圧を、緑サブピクセル２
３０や青サブピクセル２４０の画素電極２３２Ｆ，２４２Ｆおよび対向電極２２１Ｃに印
加する。
【００２６】
　走査線駆動回路２６０は、上述したようにＴＦＴ２２２Ｅ，２３２Ｅ，２４２Ｅのゲー
トに接続されている。そして、走査線駆動回路２６０は、補正処理部１４０から赤サブピ
クセル２２０、緑サブピクセル２３０、青サブピクセル２４０を特定する旨の第２の特定
信号を取得して、この第２の特定信号に対応する赤サブピクセル２２０、緑サブピクセル
２３０、青サブピクセル２４０のＴＦＴ２２２Ｅ，２３２Ｅ，２４２Ｅにゲート信号を適
宜出力する。
【００２７】
　映像信号処理部１２０は、ガンマ補正部１３０に接続されている。また、映像信号処理
部１２０には、図示しない映像情報出力装置が着脱可能に接続される。この映像信号処理
部１２０は、映像情報出力装置から表示部１１０に映像を表示させるための映像信号を取
得する。そして、例えば、利用者により予め設定された明るさ、コントラスト、色の濃さ
などに対応して、映像信号を調整する画質調整処理を適宜実施する。映像信号処理部１２
０は、この映像信号を、各ピクセル２１０で出力させる光の赤色の強度設定に対応する赤
設定値Ｓr1と、緑色の強度設定に対応する緑設定値Ｓg1と、青色の強度設定に対応する青
設定値Ｓb1と、に関する色設定信号に適宜変換してガンマ補正部１３０へ出力する。
【００２８】
　ガンマ補正部１３０は、補正処理部１４０および処理部１７０に接続されている。この
ガンマ補正部１３０は、映像信号処理部１２０から色設定信号を取得して、赤設定値Ｓr1
、緑設定値Ｓg1、青設定値Ｓb1に対するいわゆるガンマ補正処理を適宜実施する。そして
、ガンマ補正部１３０は、ガンマ補正処理が実施された赤設定値Ｓr1、緑設定値Ｓg1、青
設定値Ｓb1を、それぞれ赤調整値Ｓr2、緑調整値Ｓg2、青調整値Ｓb2として設定し、これ
らに関する色調整信号を補正処理部１４０および処理部１７０へ出力する。
【００２９】
　補正処理部１４０は、処理部１７０に接続され、処理部１７０の制御により、表示部１
１０における映像の表示状態を適宜補正する。そして、補正処理部１４０は、バックライ
ト駆動部１４１と、レベル補正部１４２と、などを備えている。
【００３０】
　バックライト駆動部１４１は、バックライト１８０に所定の光を適宜照射させる。具体
的には、バックライト駆動部１４１は、処理部１７０から外光に応じてバックライト１８
０で照射する光における赤色、緑色、青色の光量に対応する赤バックライト光量（以下、
赤ＢＬ光量と称す）Ｌr、緑バックライト光量（以下、緑ＢＬ光量と称す）Ｌg、青バック
ライト光量（以下、青ＢＬ光量と称す）Ｌbに関する光量信号を適宜取得する。そして、
バックライト１８０で照射する光の赤色、緑色、青色の光量を、光量信号の赤ＢＬ光量Ｌ
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r、緑ＢＬ光量Ｌg、青ＢＬ光量Ｌbに設定する旨の照射光設定信号を生成して、バックラ
イト１８０へ出力する。
【００３１】
　レベル補正部１４２は、ＬＣＤパネル２００に表示される映像のコントラストや色調を
適宜補正する。具体的には、レベル補正部１４２は、ガンマ補正部１３０から色調整信号
を取得する。また、処理部１７０から、赤調整値Ｓr2、緑調整値Ｓg2、青調整値Ｓb2を、
外光に応じて適宜補正した赤色、緑色、青色に対応する赤補正値Ｈr、緑補正値Ｈg、青補
正値Ｈbに補正する旨の補正要求信号を取得する。そして、赤調整値Ｓr2、緑調整値Ｓg2
、青調整値Ｓb2を赤補正値Ｈr、緑補正値Ｈg、青補正値Ｈbに補正して、これらに関する
色補正信号とともに、赤サブピクセル２２０、緑サブピクセル２３０、青サブピクセル２
４０を特定するための第１の特定信号を、信号線駆動回路２５０へ出力する。また、色補
正信号に対応する赤サブピクセル２２０、緑サブピクセル２３０、青サブピクセル２４０
を特定するための第２の特定信号を、走査線駆動回路２６０へ出力する。
【００３２】
　Ａ／Ｄ変換部１５０は、処理部１７０に接続されている。このＡ／Ｄ変換部１５０は、
赤光センサ２２２Ｄ、緑光センサ２３２Ｄ、青光センサ２４２Ｄからそれぞれアナログ信
号を取得して、これらアナログ信号の赤センサ値Ｏr、緑センサ値Ｏg、青センサ値Ｏbを
デジタル信号に変換して処理部１７０へ出力する。
【００３３】
　メモリ１６０は、処理部１７０に接続されている。このメモリ１６０は、映像の表示処
理に必要な各種情報を適宜読み出し可能に記憶する。また、メモリ１６０は、表示装置１
００全体を動作制御するＯＳ（Operating System）上に展開される各種プログラムなどを
記憶している。
【００３４】
　処理部１７０は、図示しない各種入出力ポート、例えばガンマ補正部１３０が接続され
るガンマ補正ポート、バックライト駆動部１４１が接続されるＢＬ駆動ポート、レベル補
正部１４２が接続されるレベル補正ポート、Ａ／Ｄ変換部１５０が接続されるＡ／Ｄポー
ト、メモリ１６０が接続されるメモリポートなどを有する。そして、処理部１７０は、各
種プログラムとして、図１に示すように、表示状態調整手段としても機能するセンサ平均
値演算手段１７１と、表示状態調整手段としてのバックライト補正制御手段（以下、ＢＬ
補正制御手段と称す）１７２と、画像形態認識手段としても機能する表示状態調整手段と
してのＬＣＤ補正制御手段１７３と、などを備えている。なお、処理部１７０、赤光セン
サ２２２Ｄ、緑光センサ２３２Ｄ、青光センサ２４２Ｄにて、本発明の表示制御装置が構
成されている。ここで、本発明の表示制御装置としては、センサ平均値演算手段１７１お
よびＢＬ補正制御手段１７２のうち少なくともいずれか一方を備えない構成としてもよい
。
【００３５】
　センサ平均値演算手段１７１は、所定時間あたりの赤センサ値Ｏr，緑センサ値Ｏg，青
センサ値Ｏbのそれぞれの平均値を、赤センサ平均値Ａr，緑センサ平均値Ａg，青センサ
平均値Ａbとして適宜演算する。具体的には、センサ平均値演算手段１７１は、Ａ／Ｄ変
換部１５０からデジタル信号として出力される赤センサ値Ｏr、緑センサ値Ｏg、青センサ
値Ｏbを取得して、メモリ１６０に記憶させる。そして、例えば所定時間にＡ／Ｄ変換部
１５０から出力された全ピクセル２１０に対応する赤センサ値Ｏrをメモリ１６０から取
得して、これらの赤センサ値Ｏrの赤センサ平均値Ａrを演算する。また、同様にして、全
ピクセル２１０に対応する緑センサ値Ｏg，青センサ値Ｏbに基づいて、緑センサ平均値Ａ
g，青センサ平均値Ａbを演算する。
【００３６】
　ＢＬ補正制御手段１７２は、バックライト１８０で照射する光の色を外光に応じて適宜
設定する制御をする。具体的には、ＢＬ補正制御手段１７２は、赤センサ平均値Ａrに比
例定数Ｊrを乗じて、バックライト１８０から出力させる赤色の光の最低光量Ｋrを加えた
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値を赤ＢＬ光量Ｌrとして演算する。また、緑センサ平均値Ａg、青センサ平均値Ａbに比
例定数Ｊg，Ｊbを乗じて、バックライト１８０の緑色、青色の最低光量Ｋg，Ｋbを加えた
値を緑ＢＬ光量Ｌg，青ＢＬ光量Ｌbとして演算する。そして、赤ＢＬ光量Ｌr、緑ＢＬ光
量Ｌg、青ＢＬ光量Ｌbに関する光量信号を生成して、バックライト駆動部１４１へ出力す
る。
【００３７】
　ＬＣＤ補正制御手段１７３は、各ピクセル２１０の赤サブピクセル２２０、緑サブピク
セル２３０、青サブピクセル２４０の動作を制御して、ＬＣＤパネル２００で表示される
映像のコントラストや色調を外光に応じて設定する制御をする。具体的には、ＬＣＤ補正
制御手段１７３は、ガンマ補正部１３０から色調整信号を取得して、赤調整値Ｓr2、緑調
整値Ｓg2，青調整値Ｓb2をメモリ１６０に記憶させる。そして、赤調整値Ｓr2、緑調整値
Ｓg2、青調整値Ｓb2を、赤補正値Ｈr、緑補正値Ｈg、青補正値Ｈbとして設定する。また
、所定のピクセル２１０の赤サブピクセル２２０に対応する赤センサ値Ｏrをメモリ１６
０から取得して、この赤センサ値Ｏrを赤センサ平均値Ａrで除した値を赤相対値Ｄrとし
て演算する。さらに、この赤サブピクセル２２０に対応する緑サブピクセル２３０、青サ
ブピクセル２４０の緑相対値Ｄg、青相対値Ｄbを、赤相対値Ｄrと同様に演算する。そし
て、赤相対値Ｄr、緑相対値Ｄg、青相対値Ｄbの全てが許容範囲内であること、例えば０
．９～１．１であることを認識すると、このピクセル２１０のコントラストや色調の外光
による変化がほとんどなく補正する必要がないと判断する。なお、許容範囲としては、上
述した範囲に限らず、例えば０．７～１．３、０．８～１．４など適宜他の範囲としても
よい。そして、設定された赤補正値Ｈr、緑補正値Ｈg、青補正値Ｈbに関する補正要求信
号をレベル補正部１４２へ出力する。
【００３８】
　また、ＬＣＤ補正制御手段１７３は、赤相対値Ｄr、緑相対値Ｄg、青相対値Ｄbのうち
の少なくともいずれか１つが許容範囲内でないことを認識すると、このピクセル２１０の
コントラストや色調の外光による変化が大きく補正する必要があると判断する。さらに、
赤調整値Ｓr2、緑調整値Ｓg2、青調整値Ｓb2に基づいて、このピクセル２１０における外
光に応じた補正前の明度Ｘ（以下、ピクセル明度Ｘと称す）を演算する。そして、このピ
クセル明度Ｘがあらかじめ設定された設定値未満、すなわちこのピクセル２１０の赤調整
値Ｓr2、緑調整値Ｓg2、青調整値Ｓb2に基づく光の出力状態、すなわち発光状態があらか
じめ設定された状態よりも暗いことを認識すると、このピクセル２１０における外光の反
射により表示画像のコントラストが落ちると判断して、コントラストの補正処理を実施す
る。具体的には、ＬＣＤ補正制御手段１７３は、赤相対値Ｄrが上限値である１．１より
も大きいことを認識すると、赤調整値Ｓr2に比例定数Ｃrおよび赤相対値Ｄrを乗じた値を
演算する。そして、この値を赤補正値Ｈrとして再設定する。すなわち、このピクセル２
１０に入射される外光の赤色の強度が全ピクセル２１０に入射される赤色の平均強度より
も１０％以上大きいことを認識すると、このピクセル２１０の赤色の発光強度を大きくし
てコントラストを上げる処理をする。また、緑相対値Ｄg、青相対値Ｄbが上限値よりも大
きいことを認識すると、緑調整値Ｓg2、青調整値Ｓb2に比例定数Ｃg，Ｃbおよび緑相対値
Ｄg、青相対値Ｄbを乗じた値を、緑補正値Ｈg、青補正値Ｈbとして再設定する。
【００３９】
　さらに、ＬＣＤ補正制御手段１７３は、ピクセル明度Ｘが設定値以上、すなわちこのピ
クセル２１０の発光状態があらかじめ設定された状態よりも明るいことを認識すると、こ
のピクセル２１０における外光の反射により色調の変化が大きくなると判断して、色調の
補正処理を実施する。具体的には、ＬＣＤ補正制御手段１７３は、赤相対値Ｄrが上限値
よりも大きいことを認識すると、赤調整値Ｓr2に比例定数Ｉrおよび赤相対値Ｄrを乗じた
値を、赤補正値Ｈrとして再設定する。すなわち、このピクセル２１０に入射される赤色
の強度が全ピクセル２１０に入射される赤色の平均強度よりも１０％以上大きいことを認
識すると、このピクセル２１０の赤色の発光強度を小さくして色調を調整する処理をする
。また、緑相対値Ｄg、青相対値Ｄbが上限値よりも大きいことを認識すると、緑調整値Ｓ
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g2、青調整値Ｓb2に比例定数Ｉg，Ｉbおよび緑相対値Ｄg、青相対値Ｄbを乗じた値を、緑
補正値Ｈg、青補正値Ｈbとして再設定する。そして、ＬＣＤ補正制御手段１７３は、コン
トラストや色調の補正処理により設定した赤補正値Ｈr、緑補正値Ｈg、青補正値Ｈbに関
する補正要求信号をレベル補正部１４２へ出力する。
【００４０】
〔表示装置の動作〕
　次に、表示装置１００の動作として、映像の表示処理について図面に基づいて説明する
。なお、ここでは、ＬＣＤパネル２００に図２に示すような赤色の外光Ｔ（以下、赤色外
光Ｔと称す）が入射された際の映像の表示処理を例示して説明する。図４は、映像の表示
処理を示すフローチャートである。図５Ａは、赤色外光Ｔが入射された際の各ピクセルに
おける赤センサ値を示すグラフであり、図５Ｂは、赤色外光Ｔが入射された際の各ピクセ
ルにおける緑センサ値を示すグラフであり、図５Ｃは、赤色外光Ｔが入射された際の各ピ
クセルにおける青センサ値を示すグラフである。図６は、ＬＣＤ補正処理を示すフローチ
ャートである。
【００４１】
　まず、表示装置１００は、映像信号処理部１２０にて、映像信号出力装置から出力され
る所定の映像の映像信号を取得すると、全ピクセル２１０の赤光センサ２２２ＤでＬＣＤ
パネル２００に入射される外光に含まれる赤色の光の強度を検出する。また、全ピクセル
２１０の緑光センサ２３２Ｄ、青光センサ２４２Ｄにて、この外光に含まれる緑色、青色
の光の強度を検出する。そして、処理部１７０は、センサ平均値演算手段１７１にて、図
４に示すように、赤光センサ２２２Ｄ、緑光センサ２３２Ｄ、青光センサ２４２Ｄでそれ
ぞれ検出した光の強度に対応する赤センサ値Ｏr、緑センサ値Ｏg、青センサ値Ｏbを認識
する（ステップＳ１０１）。
【００４２】
　ここでは、センサ平均値演算手段１７１は、ＬＣＤパネル２００に、図２に示すような
赤色外光Ｔが入射されているので、例えば図５Ａに示すように、赤色外光Ｔが入射される
（１，１）、（１，２）、（１，３）、（２，１）などのピクセル２１０の赤センサ値Ｏ
rが、赤色外光Ｔが入射されない（１，４）、（１，Ｎ）などのピクセル２１０の赤セン
サ値Ｏrよりも極めて大きいと認識する。また、例えば図５Ｂ，図５Ｃに示すように、全
ピクセル２１０の緑センサ値Ｏg、青センサ値Ｏbが略同一であると認識する。
【００４３】
　この後、センサ平均値演算手段１７１は、赤センサ平均値Ａr、緑センサ平均値Ａg、青
センサ平均値Ａbを演算する（ステップＳ１０２）。また、処理部１７０は、ＢＬ補正制
御手段１７２にて、赤センサ平均値Ａr、緑センサ平均値Ａg、青センサ平均値Ａbに基づ
いて赤ＢＬ光量Ｌb、緑ＢＬ光量Ｌg、青ＢＬ光量Ｌbを演算する（ステップＳ１０３）。
そして、表示装置１００は、バックライト１８０にて、赤色、緑色、青色の光量を赤ＢＬ
光量Ｌb、緑ＢＬ光量Ｌg、青ＢＬ光量Ｌbに設定した光をＬＣＤパネル２００へ向けて照
射する（ステップＳ１０４）。この後、処理部１７０は、ＬＣＤ補正処理を実施して（ス
テップＳ１０５）、映像の表示処理を終了する。
【００４４】
　一方、ＬＣＤ補正処理では、処理部１７０は、図６に示すように、ＬＣＤ補正制御手段
１７３にて、変数Ｑを１に設定するとともに（ステップＳ２０１）、変数Ｐを１に設定す
る（ステップＳ２０２）。また、ガンマ補正部１３０は、ガンマ補正処理などを実施して
、映像信号に基づく各ピクセル２１０の赤設定値Ｓr1、緑設定値Ｓg1、青設定値Ｓb1を赤
調整値Ｓr2、緑調整値Ｓg2、青調整値Ｓb2として設定する。そして、ＬＣＤ補正制御手段
１７３は、（Ｐ，Ｑ）のピクセル２１０の赤調整値Ｓr2、緑調整値Ｓg2、青調整値Ｓb2を
、赤補正値Ｈr、緑補正値Ｈg、青補正値Ｈbとして設定する（ステップＳ２０３）。この
後、（Ｐ，Ｑ）の赤相対値Ｄr、緑相対値Ｄg、青相対値Ｄbの全てが許容範囲内か否かを
判断する（ステップＳ２０４）。
【００４５】
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　このステップＳ２０４において、全てが許容範囲内であると判断した場合、レベル補正
部１４２にて、（Ｐ，Ｑ）のピクセル２１０を赤色、緑色、青色をそれぞれ赤補正値Ｈr
、緑補正値Ｈg、青補正値Ｈbに対応する色で発光させる（ステップＳ２０５）。ここで、
ステップＳ２０４の処理の後にステップＳ２０５の処理を実施する場合、赤補正値Ｈr、
緑補正値Ｈg、青補正値Ｈbが赤調整値Ｓr2、緑調整値Ｓg2、青調整値Ｓb2に設定された光
、すなわち各色の強度を補正していない色で発光させる。そして、ＬＣＤ補正制御手段１
７３は、変数Ｐに１を加え（ステップＳ２０６）、この変数ＰがＮ以下か否かを判断する
（ステップＳ２０７）。このステップＳ２０７において、Ｎ以下であると判断した場合、
ステップＳ２０３に戻る。一方、ステップＳ２０７において、Ｎ以下でないと判断した場
合、変数Ｑに１を加え（ステップＳ２０８）、この変数ＱがＭ以下か否かを判断する（ス
テップＳ２０９）。このステップＳ２０９において、Ｍ以下であると判断した場合、ステ
ップＳ２０２に戻る。一方、ステップＳ２０９において、Ｍ以下でないと判断した場合、
ＬＣＤ補正処理を終了する。また、ステップＳ２０４において、ＬＣＤ補正制御手段１７
３は、赤相対値Ｄr、緑相対値Ｄg、青相対値Ｄbのうちの少なくともいずれか１つが許容
範囲内でないと判断した場合、（Ｐ，Ｑ）のピクセル２１０のピクセル明度Ｘが設定値未
満か否かを判断する（ステップＳ２１０）。
【００４６】
　このステップＳ２１０において、設定値未満であると判断した場合、赤相対値Ｄrが上
限値より大きいか否かを判断する（ステップＳ２１１）。そして、このステップＳ２１１
において、上限値より大きいと判断した場合、比例定数Ｃrに基づいて赤補正値Ｈrを設定
して（ステップＳ２１２）、緑相対値Ｄgが上限値より大きいか否かを判断する（ステッ
プＳ２１３）。一方、ステップＳ２１１において、上限値より大きくないと判断した場合
、ステップＳ２１３の処理を実施する。このステップＳ２１３において、上限値より大き
いと判断した場合、比例定数Ｃgに基づいて緑補正値Ｈgを設定して（ステップＳ２１４）
、青相対値Ｄbが上限値より大きいか否かを判断する（ステップＳ２１５）。一方、ステ
ップＳ２１３において、上限値より大きくないと判断した場合、ステップＳ２１５の処理
を実施する。そして、ステップＳ２１５において、上限値より大きいと判断した場合、比
例定数Ｃbに基づいて青補正値Ｈbを設定して（ステップＳ２１６）、ステップＳ２０５の
処理を実施する。一方、ステップＳ２１５において、上限値より大きくないと判断した場
合、ステップＳ２０５の処理を実施する。
【００４７】
　ここでは、図５Ａ，図５Ｂ，図５Ｃに示すように、赤色外光Ｔが入射されるピクセル２
１０の赤センサ値Ｏrが上限値よりも大きいため、ピクセル明度Ｘが設定値未満のピクセ
ル２１０のうち赤色外光Ｔが入射されるピクセル２１０の赤補正値Ｈrを、比例定数Ｃrに
基づいて赤調整値Ｓr2よりも大きい値に補正する。また、赤色外光Ｔが入射されないピク
セル２１０の赤センサ値Ｏrが上限値よりも小さいため、ピクセル明度Ｘが設定値未満の
ピクセル２１０のうち赤色外光Ｔが入射されないピクセル２１０の赤補正値Ｈrを補正し
ない。さらに、ピクセル明度Ｘが設定値未満の全てのピクセル２１０の緑センサ値Ｏgお
よび青センサ値Ｏbが上限値より小さいため、ピクセル２１０の緑補正値Ｈg、青補正値Ｈ
bを補正しない。そして、ピクセル明度Ｘが設定値未満のピクセル２１０のうち赤色外光
Ｔが入射されるピクセル２１０を、赤色の強度のみを大きくする状態に補正した色で発光
させる。また、ピクセル明度Ｘが設定値未満のピクセル２１０のうち赤色外光Ｔが入射さ
れないピクセル２１０を、各色の強度を補正していない色で発光させる。
【００４８】
　そして、ステップＳ２１０において、ピクセル明度Ｘが設定値以上であると判断した場
合、赤相対値Ｄrが上限値より大きいか否かを判断する（ステップＳ２１７）。このステ
ップＳ２１７において、上限値より大きいと判断した場合、比例定数Ｉrに基づいて赤補
正値Ｈrを設定して（ステップＳ２１８）、緑相対値Ｄgが上限値より大きいか否かを判断
する（ステップＳ２１９）。一方、ステップＳ２１７において、上限値より大きくないと
判断した場合、ステップＳ２１９の処理を実施する。このステップＳ２１９において、上
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限値より大きいと判断した場合、比例定数Ｉgに基づいて緑補正値Ｈgを設定して（ステッ
プＳ２２０）、青相対値Ｄbが上限値より大きいか否かを判断する（ステップＳ２２１）
。一方、ステップＳ２１９において、上限値より大きくないと判断した場合、ステップＳ
２２１の処理を実施する。そして、ステップＳ２１１において、上限値より大きいと判断
した場合、比例定数Ｉbに基づいて青補正値Ｈbを設定して（ステップＳ２２２）、ステッ
プＳ２０５の処理を実施する。一方、ステップＳ２２１において、上限値より大きくない
と判断した場合、ステップＳ２０５の処理を実施する。
【００４９】
　ここでは、ピクセル明度Ｘが設定値以上のピクセル２１０のうち赤色外光Ｔが入射され
るピクセル２１０の赤補正値Ｈrを、比例定数Ｉrに基づいて赤調整値Ｓr2よりも小さい値
に補正する。また、ピクセル明度Ｘが設定値以上のピクセル２１０のうち赤色外光Ｔが入
射されないピクセル２１０の赤補正値Ｈrを補正しない。さらに、ピクセル明度Ｘが設定
値以上の全てのピクセル２１０の緑補正値Ｈg、青補正値Ｈbを補正しない。そして、ピク
セル明度Ｘが設定値以上のピクセル２１０のうち赤色外光Ｔが入射されるピクセル２１０
を、赤色の強度のみを小さくする状態に補正した色で発光させる。また、ピクセル明度Ｘ
が設定値以上のピクセル２１０のうち赤色外光Ｔが入射されないピクセル２１０を、各色
の強度を補正していない色で発光させる。
【００５０】
〔表示装置の作用効果〕
　上述したように、上記実施の形態では、表示装置１００のＬＣＤパネル２００に、例え
ば他の車両のヘッドライトなどの外光の状態を検出する赤光センサ２２２Ｄと、緑光セン
サ２３２Ｄと、青光センサ２４２Ｄと、を配設している。そして、表示装置１００の処理
部１７０は、ＬＣＤ補正制御手段１７３にて、赤光センサ２２２Ｄ、緑光センサ２３２Ｄ
、青光センサ２４２Ｄで検出した外光の状態に基づいて、ＬＣＤパネル２００の赤光セン
サ２２２Ｄ、緑光センサ２３２Ｄ、青光センサ２４２Ｄに対応する位置における映像の表
示状態を補正する。このため、表示装置１００は、ＬＣＤパネル２００に例えば図２に示
すような赤色外光Ｔが入射された場合、この赤色外光Ｔが入射される位置の赤光センサ２
２２Ｄ、緑光センサ２３２Ｄ、青光センサ２４２Ｄにおける赤色外光Ｔの検出状態に基づ
いて、赤色外光Ｔが入射された位置のみの映像の表示状態を補正できる。また、表示装置
１００は、ＬＣＤパネル２００に配設された赤光センサ２２２ＤなどでＬＣＤパネル２０
０に入射される外光の状態を直接的に検出するため、例えばＬＣＤパネル２００の周囲な
どのＬＣＤパネル２００から離隔した位置に配設されたセンサでＬＣＤパネル２００に入
射される外光の状態を検出する構成と比べて、外光の状態をより適切に検出できる。した
がって、表示装置１００は、映像の表示状態を適切に調整できる。
【００５１】
　さらに、ＬＣＤ補正制御手段１７３は、各ピクセル２１０における外光に応じた補正前
のピクセル明度Ｘを演算する。そして、ＬＣＤ補正制御手段１７３は、赤光センサ２２２
Ｄ、緑光センサ２３２Ｄ、青光センサ２４２Ｄでの外光の検出状態、および、ピクセル明
度Ｘすなわち補正前のピクセル２１０の発光状態に基づいて、映像の表示状態を補正する
。このため、表示装置１００は、外光に応じた補正前のピクセル２１０の発光状態、すな
わち外光に応じた補正前の映像の明度に対応させて映像の表示状態を補正できる。したが
って、表示装置１００は、映像の表示状態をより適切に調整できる。
【００５２】
　また、ＬＣＤ補正制御手段１７３は、ピクセル明度Ｘが設定値未満であること、すなわ
ちピクセル２１０の発光状態があらかじめ設定された状態よりも暗いことを認識すると、
このピクセル２１０における外光の反射によりコントラストが落ちると判断する。そして
、このピクセル２１０における外光の色に対応する色の発光強度を大きくするコントラス
トの補正処理を実施する。例えば、映像の暗い部分に対応するピクセル２１０に赤色外光
Ｔが入射された場合、このピクセル２１０の赤色の発光強度を大きくするコントラストの
補正処理を実施する。このため、表示装置１００は、映像の暗い部分に外光が入射された
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場合、すなわち映像のコントラストが低下する状態に外光が入射された場合であっても、
この暗い部分のコントラストが落ちない状態に映像を補正できる。したがって、表示装置
１００は、映像の表示状態をさらに適切に調整できる。
【００５３】
　そして、ＬＣＤ補正制御手段１７３は、ピクセル明度Ｘが設定値以上であること、すな
わちピクセル２１０の発光状態があらかじめ設定された状態よりも明るいことを認識する
と、このピクセル２１０における外光の反射により色調が大きく変化すると判断する。そ
して、このピクセル２１０における外光の色に対応する色の発光強度を小さくする色調の
補正処理を実施する。例えば、映像の明るい部分に対応するピクセル２１０に赤色外光Ｔ
が入射された場合、このピクセル２１０の赤色の発光強度を小さくする色調の補正処理を
実施する。このため、表示装置１００は、映像の明るい部分に外光が入射された場合、す
なわち映像の色調変化が大きくなる状態に外光が入射された場合であっても、この明るい
部分の色調変化を抑える状態に映像を補正できる。したがって、表示装置１００は、映像
の表示状態をさらに適切に調整できる。
【００５４】
　さらに、赤光センサ２２２Ｄ、緑光センサ２３２Ｄ、青光センサ２４２Ｄを、ＬＣＤパ
ネル２００における互いに異なる複数の位置にそれぞれ配設している。このため、表示装
置１００は、複数の位置を含む領域に外光が入射された場合であっても、この領域の全て
の位置における発光状態を外光に応じて補正できる。また、離隔する複数の位置に互いに
異なる色の外光が入射された場合であっても、この複数の位置における発光状態を外光に
応じて補正できる。したがって、表示装置１００は、映像の表示状態をさらに適切に調整
できる。
【００５５】
　また、赤光センサ２２２Ｄ、緑光センサ２３２Ｄ、青光センサ２４２Ｄを、ピクセル２
１０に配設している。このため、表示装置１００は、各ピクセル２１０単位で発光状態を
補正することにより、映像の表示状態をより細かく調整できる。
【００５６】
　さらに、赤光センサ２２２Ｄ、緑光センサ２３２Ｄ、青光センサ２４２Ｄを、液晶２２
３により発光状態を補正可能な赤サブピクセル２２０、緑サブピクセル２３０、青サブピ
クセル２４０にそれぞれ配設している。すなわち、赤光センサ２２２Ｄ、緑光センサ２３
２Ｄ、青光センサ２４２Ｄを、ＬＣＤパネル２００に配設している。このため、映像の表
示状態を適切に調整できるＬＣＤパネル２００を提供できる。
【００５７】
　そして、ＬＣＤパネル２００は、バックライト１８０からの光を赤サブピクセル２２０
、緑サブピクセル２３０、青サブピクセル２４０で透過させて、赤色、緑色、青色の光と
して出力させる。また、赤光センサ２２２Ｄ、緑光センサ２３２Ｄ、青光センサ２４２Ｄ
は、赤サブピクセル２２０、緑サブピクセル２３０、青サブピクセル２４０に入射される
外光の赤色、緑色、青色の強度をそれぞれ検出する。そして、ＬＣＤ補正制御手段１７３
は、赤光センサ２２２Ｄ、緑光センサ２３２Ｄ、青光センサ２４２Ｄで検出した各色の強
度に基づいて、赤サブピクセル２２０、緑サブピクセル２３０、青サブピクセル２４０か
ら出力させる赤色、緑色、青色の強度を設定する。このため、表示装置１００は、カラー
映像の表示状態を適切に調整できる。さらに、カラー映像の表示状態を適切に調整可能な
いわゆる透過型のＬＣＤパネル２００を提供できる。
【００５８】
　さらに、ＢＬ補正制御手段１７２は、赤光センサ２２２Ｄ、緑光センサ２３２Ｄ、青光
センサ２４２Ｄで検出した外光の状態に基づいて、バックライト１８０で照射する光の状
態を補正する。このため、表示装置１００は、液晶２２３における光の透過状態の補正、
および、バックライト１８０で照射する光の状態の補正により、ピクセル２１０の発光状
態をより細かく補正できる。したがって、表示装置１００は、映像の表示状態をさらに細
かく調整できる。
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【００５９】
　そして、センサ平均値演算手段１７１は、赤光センサ２２２Ｄ、緑光センサ２３２Ｄ、
青光センサ２４２Ｄでそれぞれ検出した赤センサ値Ｏr、緑センサ値Ｏg、青センサ値Ｏb
の赤センサ平均値Ａr、緑センサ平均値Ａg、青センサ平均値Ａbを演算する。また、ＬＣ
Ｄ補正制御手段１７３は、所定のピクセル２１０に対応する赤センサ値Ｏr、緑センサ値
Ｏg、青センサ値Ｏbを赤センサ平均値Ａr、緑センサ平均値Ａg、青センサ平均値Ａbで除
した赤相対値Ｄr、緑相対値Ｄg、青相対値Ｄbを演算する。そして、ＬＣＤ補正制御手段
１７３は、赤相対値Ｄr、緑相対値Ｄg、青相対値Ｄbが許容範囲内であることを認識する
と、すなわち所定のピクセル２１０に入射される外光の色およびＬＣＤパネル２００に入
射される外光の平均的な色が略同一であることを認識すると、このピクセル２１０の液晶
２２３における光の透過状態を補正しない。一方、ＢＬ補正制御手段１７２は、所定のピ
クセル２１０に入射される外光の色およびＬＣＤパネル２００に入射される外光の平均的
な色が略同一であることを認識すると、バックライト１８０で照射する光の状態を補正す
る。このため、表示装置１００は、所定のピクセル２１０に入射される外光の色がＬＣＤ
パネル２００に入射される外光の平均的な色と略同一で、所定のピクセル２１０の発光状
態を他のピクセル２１０と同様に補正できる場合、バックライト１８０で照射する光の状
態の補正により各ピクセル２１０の発光状態を同様に補正できる。したがって、表示装置
１００は、各ピクセル２１０の液晶２２３における光の透過状態を補正する構成と比べて
、より容易に画面全体の発光状態を補正できる。
【００６０】
〔実施の形態の変形〕
　なお、本発明は、上述した一実施の形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達
成できる範囲で以下に示される変形をも含むものである。
【００６１】
　すなわち、映像信号処理部１２０にて処理された色設定信号をガンマ補正部１３０に出
力し、そのガンマ補正部１３０にて補正された色調整信号をレベル補正部１４２に出力す
る表示装置１００について説明しているが、図７に示すように、映像信号処理部１２０に
て処理された色設定信号を補正処理部１４０および処理部１７０に出力する表示装置３０
０としてもよい。このような構成の場合、補正処理部１４０におけるレベル補正部１４２
が映像信号処理部１２０からの色設定信号を取得し、処理部１７０からの補正要求信号に
応じて赤設定値Ｓr1、緑設定値Ｓg1、青設定値Ｓb1を、外光に応じて適宜補正した赤色、
緑色、青色に対応する赤補正値Ｈr、緑補正値Ｈg、青補正値Ｈbに補正して、これらに関
する色補正信号をガンマ補正部１３０に出力する。そして、ガンマ補正部１３０では、そ
の色補正信号に対するガンマ補正処理を実施して、第1の特定信号とともに信号線駆動回
路２５０へ出力し、色補正信号に対する第２の特定信号を走査線駆動回路２６０に出力す
ることとなる。
【００６２】
　また、外光に応じた補正前のピクセル２１０の発光状態に基づいて、映像の表示状態を
補正しない構成としてもよい。例えば、所定のピクセル２１０に赤色外光Ｔが照射された
場合、このピクセル２１０の補正前の発光状態によらず、このピクセル２１０の赤色の発
光強度を強くしたり弱くしたりする制御をする構成としてもよい。このような構成の場合
、ステップＳ２０４において赤相対値Ｄr、緑相対値Ｄg、青相対値Ｄbのうちの少なくと
もいずれか１つが許容範囲内でないと判断した場合、ステップＳ２１１ないしステップＳ
２１６の処理またはステップＳ２１７ないしステップＳ２２２の処理を実施する。このた
め、ＬＣＤ補正処理における処理負荷を低減できる。また、ＬＣＤ補正制御手段１７３に
ピクセル明度Ｘを演算する機能を設ける必要がなくなり、ＬＣＤ補正制御手段１７３の構
成を簡略にできる。
【００６３】
　そして、映像の暗い部分に外光が入射された際に、この暗い部分におけるコントラスト
の補正処理を実施しない構成としてもよい。このような構成の場合、ステップＳ２１０に
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おいて、（Ｐ，Ｑ）のピクセル２１０のピクセル明度Ｘが設定値未満であると判断した場
合、ステップＳ２０５の処理を実施する。このため、ＬＣＤ補正処理における処理負荷を
低減できる。また、ＬＣＤ補正制御手段１７３にコントラスト補正処理を実施する機能を
設ける必要がなく、ＬＣＤ補正制御手段１７３の構成を簡略にできる。
【００６４】
　さらに、映像の明るい部分に外光が入射された際に、この明るい部分における色調の補
正処理を実施しない構成としてもよい。このような構成の場合、ステップＳ２１０におい
て、（Ｐ，Ｑ）のピクセル２１０のピクセル明度Ｘが設定値以上であると判断した場合、
ステップＳ２０５の処理を実施する。このため、ＬＣＤ補正処理における処理負荷を低減
できる。また、ＬＣＤ補正制御手段１７３に色調の補正処理を実施する機能を設ける必要
がなく、ＬＣＤ補正制御手段１７３の構成を簡略にできる。
【００６５】
　そして、ピクセル２１０の例えば赤色の発光強度を大きくする際に、赤色の発光強度の
絶対値を大きくせずに、緑色および青色の発光強度を小さくして赤色の発光強度を相対的
に大きくする構成としてもよい。また、ピクセル２１０の例えば緑色の発光強度を小さく
する際に、緑色の発光強度の絶対値を小さくせずに、赤色および青色の発光強度を大きく
して緑色の発光強度を相対的に小さくする構成としてもよい。これらのような構成にして
も、表示装置１００は、映像の所定の部分にコントラストが低下する状態や色調が大きく
変化する状態に外光が入射された場合であっても、この所定の部分のコントラストや色調
の補正処理を上記実施の形態と同様に実施でき、映像の表示状態を適切に調整できる。
【００６６】
　また、例えばＬＣＤパネル２００における所定の位置のみに、赤光センサ２２２Ｄ、緑
光センサ２３２Ｄ、青光センサ２４２Ｄを配設する構成としてもよい。このような構成に
しても、外光に応じて赤光センサ２２２Ｄなどが配設された所定の位置における映像の表
示状態を補正できる。したがって、表示装置１００は、従来のバックライトの輝度調整の
みで映像の表示状態を調整する構成と比べて、映像の表示状態を適切に調整できる。
【００６７】
　そして、赤光センサ２２２Ｄ、緑光センサ２３２Ｄ、青光センサ２４２Ｄを、液晶２２
３およびカラーフィルタ２２２Ｃ，２３２Ｃ，２４２Ｃの間に配設せずに、以下のような
構成としてもよい。すなわち、カラーフィルタ２２２Ｃ，２３２Ｃ，２４２ＣよりもＬＣ
Ｄパネル２００の表面側、例えばＬＣＤパネル２００の表面や第２のガラス基板２２２Ａ
および第２の偏光板２２２Ｂの間に、赤色、緑色、青色のそれぞれの光の強度を検出する
センサをそれぞれ配設する構成としてもよい。さらに、ピクセル２１０における例えばカ
ラーフィルタ２２２Ｃよりも赤サブピクセル２２０の表面側に、赤色、緑色、青色の強度
を検出する１つのセンサを配設する構成としてもよい。これらのような構成にしても、表
示装置１００は、センサで各ピクセル２１０に入射される外光の色を検出でき、この検出
した外光の色の応じて映像の表示状態を適切に調整できる。また、ピクセル２１０に赤色
、緑色、青色の強度を検出する１つのセンサを配設する構成とすれば、上記実施の形態の
構成と比べてピクセル２１０に設けるセンサ数を減らすことができ、ピクセル２１０の構
成を簡略にできる。
【００６８】
　さらに、ピクセル２１０に、赤光センサ２２２Ｄ、緑光センサ２３２Ｄ、青光センサ２
４２Ｄのうちいずれか１つまたは２つのみを配設する構成としてもよい。このような構成
にしても、表示装置１００は、外光に含まれる色のうちピクセル２１０に配設されたセン
サで検出できる色に応じて、映像の表示状態を適切に調整できる。また、上記実施の形態
の構成と比べてピクセル２１０に設けるセンサ数を減らすことができ、ピクセル２１０の
構成を簡略にできる。
【００６９】
　上記した実施の形態では、光の色の調整が可能なバックライト１８０を用いて説明して
いるが、これに限ることなく、冷陰極管や白色ＬＥＤなどの光の色の調整ができないバッ
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クライトを用いた構成としてもよい。この場合には、赤光センサ、緑光センサ、青光セン
サにより得られた各センサ値Ｏr，Ｏg，Ｏbの各センサ平均値Ａr，Ａg，Ａbの各々に赤色
、緑色、青色の各明度を示す所定の係数を乗算して加算するという演算を行うことにより
外光の明るさを示す値を求めることができ、その値に応じて光の明るさの調整を行うこと
となる。
【００７０】
　また、上記した実施の形態では、赤光センサ２２２Ｄ、緑光センサ２３２Ｄ、青光セン
サ２４２Ｄをカラーフィルタ２２２Ｃを介して外光が入射される側に配置した構成につい
て説明したが、外光センサをカラーフィルタの表面側、すなわち、カラーフィルタ２２２
Ｃを介さないで外光が入射される側に配置する構成でもよい。この構成では、外光の色に
かかわらず、外光の明るさのみを検出することとなる。この場合、赤調整値Ｓr、緑調整
値Ｓg、青調整値Ｓbを一律に補正することで、コントラストの補正のみを行うこととなる
。また、この補正に応じてバックライト１８０の光の明るさを制御する構成としてもよい
。
【００７１】
　そして、外光の状態に基づいて、バックライト１８０で照射する光の状態を補正しない
構成としてもよい。このような構成の場合、ステップＳ１０２の処理を実施すると、ステ
ップＳ１０５の処理を実施する。このため、映像の表示処理における処理負荷を低減でき
る。また、処理部１７０にＢＬ補正制御手段１７２を設ける必要がなく、処理部１７０の
構成を簡略にできる。
【００７２】
　さらに、所定のピクセル２１０に入射される外光の色がＬＣＤパネル２００に入射され
る外光の平均的な色と略同一であっても、このピクセル２１０の液晶２２３における光の
透過状態を補正する構成としてもよい。このような構成の場合、ステップＳ２０３の処理
を実施すると、ステップＳ２１０の処理を実施する。このため、ＬＣＤ補正処理における
処理負荷を低減できる。さらに、赤相対値Ｄrなどと上限値や下限値とを比較する機能を
設ける必要がなくなる。したがって、ＬＣＤ補正制御手段１７３の構成を簡略にできる。
【００７３】
　また、本発明は、透過型のＬＣＤパネル２００を備えた表示装置１００に限らず、例え
ば以下のような表示装置に適用してもよい。すなわち、入射される光を反射して映像を出
力するいわゆる反射型や半透過型のＬＣＤパネル、有機ＥＬ（Electro Luminescence）パ
ネル、ＰＤＰ（Plasma Display Panel）、ＣＲＴ（Cathode-Ray Tube）、ＦＥＤ（Field 
Emission Display）、電気泳動ディスプレイパネルなどを備えた表示装置、さらには、複
数の発光ダイオードなどの発光手段により映像を表示する表示装置に適用してもよい。そ
して、カラー表示の表示装置に限らず、白黒表示の表示装置に適用してもよい。また、車
載用の表示装置に限らず、携帯用の表示装置、家庭や工場などに設置される表示装置、競
技場などの野外に設置される表示装置に適用してもよい。さらに、例えば映像や楽曲の記
録再生装置における再生状態や記録状態などの各種情報を表示する表示部に適用してもよ
い。
【００７４】
　そして、上述した各機能をプログラムとして構築したが、例えば回路基板などのハード
ウェアあるいは１つのＩＣ（Integrated Circuit）などの素子にて構成するなどしてもよ
く、いずれの形態としても利用できる。なお、プログラムや別途記録媒体から読み取らせ
る構成とすることにより、取扱が容易で、利用の拡大が容易に図れる。
【００７５】
　その他、本発明の実施の際の具体的な構造および手順は、本発明の目的を達成できる範
囲で他の構造などに適宜変更できる。
【００７６】
〔実施の形態の効果〕
　上述したように、上記実施の形態では、表示装置１００のＬＣＤパネル２００に、赤光
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センサ２２２Ｄと、緑光センサ２３２Ｄと、青光センサ２４２Ｄと、を配設している。そ
して、表示装置１００の処理部１７０は、ＬＣＤ補正制御手段１７３にて、赤光センサ２
２２Ｄ、緑光センサ２３２Ｄ、青光センサ２４２Ｄで検出した外光の状態に基づいて、Ｌ
ＣＤパネル２００における赤光センサ２２２Ｄ、緑光センサ２３２Ｄ、青光センサ２４２
Ｄに対応する位置における映像の表示状態を補正する。このため、表示装置１００は、Ｌ
ＣＤパネル２００に例えば図２に示すような赤色外光Ｔが入射された場合、この赤色外光
Ｔが入射される位置の赤光センサ２２２Ｄ、緑光センサ２３２Ｄ、青光センサ２４２Ｄに
おける赤色外光Ｔの検出状態に基づいて、赤色外光Ｔが入射された位置のみの映像の表示
状態を補正できる。また、表示装置１００は、ＬＣＤパネル２００に配設された赤光セン
サ２２２ＤなどでＬＣＤパネル２００に入射される外光の状態を直接的に検出するため、
例えばＬＣＤパネル２００の周囲などのＬＣＤパネル２００から離隔した位置に配設され
たセンサでＬＣＤパネル２００に入射される外光の状態を検出する構成と比べて、外光の
状態をより適切に検出できる。したがって、表示装置１００は、映像の表示状態を適切に
調整できる。
【産業上の利用可能性】
【００７７】
　本発明は、表示手段における画像の表示状態を調整する表示制御装置および表示装置に
利用できる。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５Ａ】

【図５Ｂ】

【図５Ｃ】

【図６】
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【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成18年12月14日(2006.12.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【書類名】特許請求の範囲
【請求項１】　表示手段における画像の表示状態を調整する表示制御装置であって、
　前記表示手段の表示領域における所定の位置に配設され、入射される外部からの光の状
態を検出する光状態検出手段と、
　前記外部からの光の状態に基づいて、前記所定の位置における前記画像の表示状態を調
整する表示状態調整手段と、
　前記所定の位置に表示される前記画像の画像信号の強度設定を認識する画像形態認識手
段とを具備し、
　前記表示状態調整手段は、前記所定の位置における前記画像信号の強度設定および前記
外部からの光の状態に基づいて、前記所定の位置における前記画像の表示状態を調整する
　ことを特徴とする表示制御装置。
【請求項２】（削除）
【請求項３】　請求項１に記載の表示制御装置であって、
　前記光状態検出手段は、前記外部からの光の色を前記光の状態として検出し、
　前記画像形態認識手段は、前記画像信号の強度設定に基づく明度を認識し、
　前記表示状態調整手段は、前記所定の位置における前記画像の明度が所定の明度よりも
低いことを認識すると、前記画像における前記外部からの光の色に対応する色の強度を強
くする状態に調整する
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　ことを特徴とする表示制御装置。
【請求項４】　請求項１に記載の表示制御装置であって、
　前記光状態検出手段は、前記外部からの光の色を前記光の状態として検出し、
　前記画像形態認識手段は、前記画像信号の強度設定に基づく明度を認識し、
　前記表示状態調整手段は、前記所定の位置における前記画像の明度が所定の明度よりも
高いことを認識すると、前記画像における前記外部からの光の色に対応する色の強度を弱
くする状態に調整する
　ことを特徴とする表示制御装置。
【請求項５】　請求項１ないし請求項４のいずれかに記載の表示制御装置であって、
　前記光状態検出手段は、前記表示領域における互いに異なる複数の所定の位置にそれぞ
れ配設された
　ことを特徴とする表示制御装置。
【請求項６】　請求項１ないし請求項５のいずれかに記載の表示制御装置であって、
　前記表示領域は、所定の色の光を出力するための複数の画素を備え、
　前記光状態検出手段は、前記所定の位置の前記画素に配設され、
　前記表示状態調整手段は、前記所定の位置の画素における前記所定の色の光の出力状態
を調整することにより前記画像の表示状態を調整する
　ことを特徴とする表示制御装置。
【請求項７】　請求項６に記載の表示制御装置であって、
　前記画素は、入射される光の透過状態および反射状態のうち少なくともいずれか一方の
状態を調整して前記所定の色の光を出力する液晶素子を備え、
　前記光状態検出手段は、前記所定の位置の前記液晶素子に配設され、
　前記表示状態調整手段は、前記所定の位置の液晶素子における前記少なくともいずれか
一方の状態を調整することにより前記画素における所定の色の光の出力状態を調整する
　ことを特徴とする表示制御装置。
【請求項８】　請求項７に記載の表示制御装置であって、
　前記表示手段は、前記画素を介して前記外部へ光を照射する照射手段を備え、
　前記画素は、前記照射手段から照射される光を透過させて赤色の光として出力する第１
の前記液晶素子と、前記照射される光を透過させて緑色の光として出力する第２の前記液
晶素子と、前記照射される光を透過させて青色の光として出力する第３の前記液晶素子と
、を備え、
　前記光状態検出手段は、前記外部からの光の色を前記光の状態として検出し、
　前記表示状態調整手段は、前記所定の位置における前記外部からの光の色に基づいて、
前記液晶素子における前記照射される光の透過状態を調整することにより前記画素におけ
る所定の色の光の出力状態を調整する
　ことを特徴とする表示制御装置。
【請求項９】　請求項８に記載の表示制御装置であって、
　前記第１の液晶素子は、前記照射される光の透過状態を調整する液晶と、この液晶の前
記外部側に配設され赤色の光を透過させる赤色透過手段と、を備え、
　前記第２の液晶素子は、前記液晶と、この液晶の前記外部側に配設され緑色の光を透過
させる緑色透過手段と、を備え、
　前記第３の液晶素子は、前記液晶と、この液晶の前記外部側に配設され青色の光を透過
させる青色透過手段と、を備え、
　前記光状態検出手段は、前記液晶および前記赤色透過手段の間に配設され前記赤色透過
手段を透過する前記外部からの赤色の光の強度を検出する第１の光強度検出手段と、前記
液晶および前記緑色透過手段の間に配設され前記緑色透過手段を透過する前記外部からの
緑色の光の強度を検出する第２の光強度検出手段と、前記液晶および前記青色透過手段の
間に配設され前記青色透過手段を透過する前記外部からの青色の光の強度を検出する第３
の光強度検出手段と、を備え、
　前記表示状態調整手段は、前記所定の位置における前記赤色の光の強度、前記緑色の光
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の強度、前記青色の光の強度に基づき特定される前記外部からの光の色に基づいて、前記
液晶に前記照射される光の透過状態を調整させる
　ことを特徴とする表示制御装置。
【請求項１０】　請求項８または請求項９に記載の表示制御装置であって、
　前記表示状態調整手段は、前記光状態検出手段で検出した前記外部からの光の色に基づ
いて、前記照射手段で照射させる光の照射状態を調整することにより前記画素における所
定の色の光の出力状態を調整する
　ことを特徴とする表示制御装置。
【請求項１１】　請求項１０に記載の表示制御装置であって、
　前記光状態検出手段は、互いに異なる複数の前記画素にそれぞれ配設され、
　前記表示状態調整手段は、前記複数の光状態検出手段で検出した前記外部からの光の平
均的な色および前記所定の位置における前記外部からの光の色が略同一であることを認識
すると、前記液晶素子における前記照射される光の透過状態を調整しない
　ことを特徴とする表示制御装置。
【請求項１２】　画像を表示する表示手段と、
　請求項１ないし請求項１１のいずれかに記載の表示制御装置と、
　を具備したことを特徴とする表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
基づいて、前記所定の位置における前記画像の表示状態を調整する表示状態調整手段と、
前記所定の位置に表示される前記画像の画像信号の強度設定を認識する画像形態認識手段
とを具備し、前記表示状態調整手段は、前記所定の位置における前記画像信号の強度設定
および前記外部からの光の状態に基づいて、前記所定の位置における前記画像の表示状態
を調整することを特徴とする。
［０００８］
　本発明の表示装置は、画像を表示する表示手段と、前述した本発明の表示制御装置と、
を具備したことを特徴とする。
【図面の簡単な説明】
［０００９］
［図１］本発明の一実施の形態に係る表示装置の概略構成を示すブロック図である。
［図２］前記一実施の形態におけるＬＣＤパネルの概略構成を示す模式図である。
［図３］前記一実施の形態における赤サブピクセル、緑サブピクセル、青サブピクセルの
概略構成を示す模式図である。
［図４］前記一実施の形態における映像の表示処理を示すフローチャートである。
［図５Ａ］前記一実施の形態における赤色外光Ｔが入射された際の各ピクセルにおける赤
センサ値を示すグラフである。
［図５Ｂ］前記一実施の形態における赤色外光Ｔが入射された際の各ピクセルにおける緑
センサ値を示すグラフである。
［図５Ｃ］前記一実施の形態における赤色外光Ｔが入射された際の各ピクセルにおける青
センサ値を示すグラフである。
［図６］前記一実施の形態におけるＬＣＤ補正処理を示すフローチャートである。
［図７］本発明の他の実施の形態に係る表示装置の概略構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
［００１０］
　１００，３００　　表示装置
　１１０　　表示手段である表示部
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　１７０　　表示制御装置を構成する処理部
　１７１　　表示状態調整手段としても機能するセンサ平均値演算手段
　１７２　　表示状態調整手段としてのバックライト補正制御手段
　１７３　　画像形態認識手段としても機能する表示状態調整手段としてのＬＣＤ補正制
御手段
　１８０　　照射手段としてのバックライト
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